
松江市文化財調査報告書第45集

文化財登讃
シンボルマーク

松江北東部遺跡発掘調査概報

一 本庄川流域条里制遺跡 ―

― 的 場 遺 跡 ―
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第 1図 位 置 図

第 2図 本庄川流域条里制遺跡・的場遺跡位置図



例凡

1.本書は,松江市教育委員会が昭和61年度から平成 8年度までの継続事業として実施中

の松江北東部遺跡 (本庄地区)の平成元年度までの発掘調査報告書である。

2.本調査は,本庄地区県営圃場整備事業区域が周知の遺跡 (本庄川流域条里制遺跡,京

殿遺跡,原 ノ後遺跡)に該婆したため,工事施行に先行 して,国庫補助事業と松江農林

事務所からの受託事業の二本立てで実施中である。

3.調査の組織は次のとおりである。

委託者 島根県松江農林事務所長  高田  興

受託者 松江市 代表者 松江市長 中村芳二郎 (昭和61年 ～ 63年度)

石倉 孝昭 (平成元年度 ～  )

主体者 松江市教育委員会 教育長 内田  榮

事務局       社会教育課長 野津 久夫 (昭和61年 ～ 63年度)

杉原 精訓 (平成元年度 ～  )

同課文化係長 岡崎雄二郎

調査担当者     岡崎雄二郎 (文化係長,昭和61年度)

昌子 寛光 (松江市立女子高等学校教諭,昭和62～ 63年度)

飯塚 康行 (文化係主事,平成元年度 ～  )

調査員 昭和61年度 錦織 慶樹 (嘱託員)

昭和62年度 青木  博 (嘱託員)

昭和63年度 寺本  康,飯塚 康行 (主事)

平成元年度 宮本 英樹,寺本  康 (主事),錦織 慶樹,今岡 一三

(嘱託員)

調 査 指 導     山本  清 (島根大学名誉教授),渡辺 貞幸 (島根大学助

教授),杉原 清― (島根県文化財保護指導委員), 卜部 吉

博 (県文化課埋蔵 4係係長),蔦谷 芳雄 (県文化課主事)

4.本書の遺構関係図版に使用 した方位はN(磁北)を用いた。又,SBは堀立柱建物,SI

は竪穴住居,SEは井戸,SKは土羨,SDは濤状遺構を表 している。

5.本書の編集は飯塚,寺本,宮本,錦織,今岡,中尾,岡崎が協議 して行った。

6.本書で使用 した図面の浄書は,飯塚,寺本が行い,遺物写真は飯塚が撮影 した。
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7.発掘調査事業費等については下記のとお りである。

隼度  国庫補助事業費 農林受託事業費   合  計

61 1000 f F弓

合計 7309千円

8.本書第二章の執筆にあたって,内 田律雄氏 (県文化課主事)

I は じめに …………………………………………………………………… 2

1 地理 と歴史的環境 …………………………………………… … …… ………… 3

Ⅲ 調査の概要

1.昭和61年度の調査 ……………………………………Ⅲ……………………………… 5

2.昭和62年度の調査 …………………・………………………………………………… 9

3.昭和63年度の調査 ………………… ………………・……………………………… 9

4.平成元年度の調査 … …………… …………………Ⅲ…… …… … …… … 10

Ⅳ おわ りに ……………………………………………………………………22

じ

島根県松江農林事務所では,昭和62年度から10か年計画で県営画場整備事業として,松

江市本庄町,新庄町の本庄川周辺の61.4haの水田地を整備することになりました。

この対象地域が「本庄川流域条里制遺跡J,「京殿遺跡J,「原ノ後遺跡Jに該当したため,

工事に先行 して事前に発掘調査を実施する必要が生 じました。又,水田下に眠っている遺

跡も想定されたため,昭和61年度から工事区域内一帯の試掘調査を実施することになりま

した。その結果本庄平野東端に位置する低丘陵上から古墳時代前期の竪穴住居跡 1棟をは

じめ,堀立柱建物の柱穴と思われるピット39穴等が検出され, この丘陵上に集落跡の存在

することが明らかとなり,字名をとって「的場遺跡」と命名されました。

こうして,昭和63年度からは国庫補助事業費と農林受託事業費によって,工事施行に先

立って周知の遺跡の発掘調査と周辺の試掘調査を実施することになりました。

62         1150 F‐ F弓

63         1125fF弓

死     4034千 円

0千円

0千円

808=FP3

16862fF]

17670=FP3

1000fF弓

1150千 円

1933千 円

20896fP3

24979fF弓

調査面積

386.3nギ

310.0ポ

520.Onギ

5880.Onギ

7096.3nギ

の指導を頂いた。

次目

|こめにに
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I.地 理 と歴 史 的 環 境

北に枕木山,東に中海,他は低い丘陵に囲まれた,東西約1.5km,南北約 2 kmの扇状地

を形成する本庄平野一帯に本庄川流域条里制遺跡は広がっています。さらに平野の東端,

南方へ突き出 した舌状丘陵に的場遺跡(1)が 所在 します。

このような地理的環境を持つ本遺跡周辺には数多 くの遺跡が所在 していますが,発掘調

査が行なわれたものは少な く,歴史的環境はそれはど解明されていません。その中のいく

つかを挙げて概要を述べてみましょう。
註 1

本庄平野の中心に位置する原 ノ後遺跡(3)では,須恵器・土師器の破片,土製支脚等が

東西500m,南北100mの広範囲で採取 され,集落遺跡と推定されますが, この遺跡の西端

の水田中に存在する塚状の石積みから三個の小形手握土器が採取 されてお り,祭祀遺跡の

可能性 もあります。なお当遺跡は,平成 3年度から調査を実施する予定であり,その成果

が期待されます。

南方に目を転 じて,高山麓の低丘陵上に所在する客山古墳群(20)は ,昭和55年 に松江市

教委によって発掘調査が実施され,傍製九乳文鏡,漆塗 りの竹製竪櫛,刀子,管玉等が検

出されました。

″
ナ
付

， 与
ヤ
▲

一

″
千
トド
一テ絲蟷徽

域
さく ′

rか ヒ__キーーJ血

ⅢⅢヽャ 代、二ど|― !中 |々'イ＼`ウ∴
第 3図

o2.六 田遺 跡

a 古   墳

○ 遺物散布地

百  社(風土記記載)

卍 寺 院 跡

凸 城   跡

韓 条 里 制

周辺の遺跡分布図
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番 号 遺  跡  名 所 在 遺  構  ・ 遺  物

l 的場遺跡 上本庄町的場
住居跡 2棟,古墳 2基,小鍛治跡,濤状遺構

堀立柱建物遺構

2 六田遺跡 上本庄町六田 河川状遺構,古式上師器,須恵器

3 原ノ後遺跡 甜f,〒 Hf「 1泉 ノ イ 弥 生土器 ,土師器,須恵器

深迫古壻 上本庄町深云 方墳

5 尊場古墳 上本庄町尊場 方墳

天神山遺跡 本庁町松音寺 土 師器 ,黒曜石

7 天神 山古墳 本庄 町本庄 土師器

8 塚根古墳 本庄町本庄 須恵器

9 炉古墳群 品牛町餌 方墳 6基
月光寺潰 跡 邑生町月光寺 須恵器

11 上松古墳 邑生町上松

家床遺跡 品牛町家床 須恵器

兵 ケ谷古墳 群 邑生町兵 ケ谷 方墳 3基
蓑平遺跡 邑生町 須恵器

蓮行遺跡 晶牛町渾行 須点器

客山古墳 員生町客 山 方 墳

17 城山城跡 上本庄町城山

大塚古墳 本庄町大塚
松 障 滑 淋 新庄町松崎 縄文土器,石鏃,黒躍石

客 山古墳 群 新庄町 2基
坂山横穴群 新庄町 約 10穴,須恵器

前 田潰 跡 新庄 町 須恵器

扇 ノ平 遺跡 新庄町扇 ノ平 土師器,住居跡

松音寺古墳 新庄町松音寺 方 増

鎌 ヤ ガ澪根 古塔 群 上本庄 町鎌 ヤガ屋根 方墳 1基,石室 1基,須恵器

26 金比経 古墳 群 上本庄町鎌ヤガ屋根 方墳 2基,石室 1基
27 川上神社 本庄町 川上社 ,在神祗官 (風土記 )

小馬枝古墳群 上本庄 町 方墳 1基,石室 1基,須恵器
京 殿 浩 絲 上本庄町 土師器,須恵器

中西古墳群 本庄町川部中西 方墳 2基,石室 5基
荒神古墳群 上本庁 町 2基
荒船潰 跡 上本庄町荒船 須恵器

荒船古墳群 上本庄町荒船 円墳 2基,方墳 2基
平田古墳群 上本庄町平田 円墳 2基,方墳 6基
玉理寺跡 上本庄 町

石浦遺 跡 福原町 須恵器,土師器

芝原遺跡 福原町 編 ヤ 緯 府 物 i雪構 _達 減 滑 種 ヽ 官 儒 関 揮 滑 跡

さらに北方に目を転 じると,古墳時代後期の群集墳が同一丘陵上に数多 く分布 していま

す①金比羅古墳群 (26),小馬枝古墳群 (28),中西古墳群 (30),荒神古墳群 (31)が その例で

あ り,肥沃な本庄平野を中心とする経済基盤の発展をうかがわせます。
註 3

奈良時代になると,出雲地方にも律令制が普及 し始めますが,本庄川流域条里制遺跡が

その例 であ り,本庄平野 にも一辺100m余 りの正方形 の土地区画が見出 され ます。

註 1 松江考古学談話会「松江考古 第4号」

2 島根県教育委員会「島根県埋蔵文化財調査報告書 Ⅷ 」 1981

3 本庄考古学研究室「ふぃ一るど。の一と No 7」  1985

松江市教育委員会「芝原遺跡J 1989
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概 要

1.昭和61年度の調査

昭和61年度の調査では,的場丘陵上に6本の トレンチを設定 しました。そのうち丘陵中

央部に設定 したT-5では,水田面より約30cm下 から古墳時代の竪穴住居跡 (SI-01)が

1棟検出されました。住居内床面上から出土 した土器から古墳時代前期の住居跡と推定 さ

れます。その他の トレンチからは柱穴と思われるピットや,性格不明の濤状遺構が検出さ

れました。

●古墳時代堅穴住居跡について (SI-01)

T-5か ら検出された古墳時代前期の隅丸方形の竪穴住居跡で,規模は長辺3.88m,短

辺3.4mを 測 り, この時代の住居跡としては小型の部類に属 します。

住居内には柱穴が2穴検出され, 2本の柱で屋根を支えていたものと考えられます。床

面には部分的に粘上で貼床をし,その上に炭や焼土が検出され,住居内で火を使った可能

性が考えられます。

住居内から出上した遺物は,床面から低脚芥片(1),甕片(2),高不片(3),甑形土器片(4)

があります。

Ⅲ。 調 査 の
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□  昭不口62年度調査区域 (1工区)

□  昭和68年度調査区域 (2工区、6工区西)

囲  平成元年度調査区域 (3工区、10工区)
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2.昭和62年度の調査

昭和62年度の調査では,引続き的場丘陵の遺跡の広がりを調査するために丘陵上に6本

の トレンチと,丘陵周辺の水日に10本の トレンチを設定 しました。

その結果,的場丘陵上からは性格不明の上竣 2,柱穴と思われるピット多数が検出され

ましたが,共伴する遺物がなく,時期は不明です。

周辺の水田からは性格不明の土羨 1,旧河川遺構と考えられる濤状遺構が検出されまし

た。濤中からは象J離片と思われる黒曜石(1)が 1片検出されましたが,遺構の時期を確定

するには至 りませんでした。

昭和62年度の調査で他に出土 した遺物には,古墳時代の円筒埴輪片(2),奈 良時代の須

恵器片(3),中～近世の陶器片(4),か わらけ片(5)な どがあります。

2.5CIn

ゑ

第 7図 昭和62年度出土遺物

3.昭和63年度の調査

昭和63年度の調査では,的場遺跡の性格を確定するために4× 4mを基本とするグリッ

ドを密に35箇所設定 し,丘陵西側水田には条里制が残っていると考えられる畦畔上に8本

の トレンチと,道路敷設予定区域内に3本の トレンチを設定 して試掘調査 しました。

その結果,的場丘陵上からは性格,時期不明の土羨 5個,濤状遺構 5本が検出されまし

た。又,柱穴と思われるピットも多数検出されましたが,建物の復元はできませんでした。

的場丘陵調査中に出上 した遺物には,弥生土器片(1),須恵器片(2,3),中世のかわら

け片(4),中～近世の陶器片(5,6),備前焼のす り鉢片(7),素焼の上錘(8,9)な どがあり

ます。

的場丘陵西側水田区域では,古代の条里制を示す遺構は特に検出されませんでした。調

査中に検出された遺物には,古墳時代の須恵器片,中世のかわらけ片,陶器片があります。

-9-
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第 8図 昭和63年度出土遺物

4.平 成元年度の調査

平成元年度の調査では,的場丘陵南半分の全面発掘調査及び,丘陵北側部分に10本の ト

レンチによる試掘,圃場整備工事にかかる3工区部分では30本の トレンチによる試掘調査,

来年度調査予定の10工区部分について,今年度先行 して4本の トレンチにより試掘調査を

行ないました。

その結果,的場丘陵からは11棟 の堀立柱建物跡,土壊墓 1,性格不明の上壊 6,井戸 1,

濤状遺構 2,小鍛冶跡 1,弥生時代の竪穴住居跡 1,古墳 2,建物の復元はできませんで

したが,柱穴と思われるピット多数が検出されました。
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的場追跡検出遣構一覧表

0                               40m

称名 要概 出 土 遺 物

(堀立建物)

SB-01
02
03
04
05
06
07
08
09
10

]1

東西

4間

2問lJl

2間

2間

1間

1間

3問

6問

4間

4間

2間

南北

1間

1問

2問

2間

3間

2間

2間

3間

1問姓

2間

2間

総柱造 り

総柱造 り

ビッ ト中より硯1

(竪穴住居)

SI-01

02

東西3.88m、 南J隔 4m、 深さ11～26clnの隅丸方形、主柱穴2本

直径7.5m、 現存深長20cmの 円形、主柱穴7本、中央ピット1本

甑形土器片、轟片

高不片、低脚片不

箋片、砥石1

(土  墳)

SK-01
02

03
04
05
06

07

東西2.lm、 南北0,85m、 深さ30cnlの隅丸方形、内部に転石7個

東西1,6m、 南北1,05m、 深さ32cmの 不整長方形、土較底に転7

を若千含む

直径85cm、 深さ46clnの円形、土墳中に聰 個を含む

直径115m、 深さ10cmの 円形、土墳中に礫1個を含む

長辺8.5m、 短辺2.5m、 深さ15cIの 隅丸方形、ピッ ト5本

東西2.8m、 南北3.5m、 深さ25cIの構円形、10～50cmの礫を充】

する

東西1.25m、 南北1.8m、 深さimのの隔丸方形、墳底より木製苫

出土

土師器片

はま ぐり刃石斧1

須恵器片、土師器

片、陶器片

鋤状木製品1、 土磐

質土器片2

(溝状遺構〕

SD-01

02

長 さ17.7m、 上幅0,72～ 2.2m、 下幅22cnl、 深さ06～ 1.4m、 溝底「

は小礫を敷 く

長さ8.3m、 上幅1.0～1.5m、 下幅22～ 55cIR、 深さ11～ 67on、 溝底r

は小礫を敷 く

陶器片、青磁片

陶器片

(井  戸)

SE-01 東西2.2m、 南北2.lm、 深さ10mの隅丸方形、井枠は一辺1.4m

の方形で、板材が二段に組まれ、四隅に角柱を穿つ、墳底「

は円礫を敷 く

漆椀、埋土中に須

恵器片、陶器片

的場 1号墳

2号墳

一辺7mの方墳、周溝は上幅0.6～ 1.Om、 下幅0.5～0.6旧、深 さ10

15cm

一辺8mの方墳、周溝は上幅1.5m、 下幅1.2～1.3m、 深さ20～ 809

周溝内に低脚杯8

個体

周溝内にはそう1

個体

小鍛治跡 東西4m、 南北3mの範囲内に、鍛治滓と炭を多量に混入したカ

土がある、焼上下より直径70cnの炉跡一基が検出された

ピット中よリフイ

ゴの羽 日、周辺に

青磁片、陶器片

SD-0

第 9図 的場丘陵調査成果図 (1/400)
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6工区の調査

① 堀立柱建物群について (SB-01～SB-11)

的場丘陵から検出されたピットによって11棟の堀立柱建物が復元 されました。東西に横

長の建物がほとんどで,重複 して復元できるため,長い期間にわたって生活が営まれてい

たとが分かります。この建物がどのように使用されたかは不明ですが,SB-04と SB-11

は総柱造 りの建物なので,倉庫として使用された可能性があります。

この建物群は,周辺から採集された土器から推定すると,中～近世の建物群であると考

えられます。又,SB-08の 柱穴からは硯が検出されています。

② 土羨墓について (SK-01)

的場丘陵南側では中世墓が 1基検出され

ました。規模は長 さ2.lm,幅 0.85m,深

さ0,32mを 測る長方形の墓壊です。墓羨内

には人頭大の石が 7個置かれており,中 に

入れた木棺を固定するための石であったと

考えられます。出土遺物としては土師質土

器片がありました。

③ 井戸について (SE-01)

SB-08の西側では井戸が 1基検出されました。規模は東西2.2m,南北2.lmの ほぼ正

方形で深さは約 lm残っていました。井戸内には板材を組んだ井戸枠が 2段残 り,底には

3～ 5 cmの小石が一面に敷き詰められていました。敷石の上からは内面を赤,外面を黒 く

塗った漆椀が検出されました。井戸の使われた時期については,調査中に備前焼や常滑焼

などの陶器の破片が検出されてお り,中世のものと推定 され,近 くの堀立建物群が存在 し

た時期に使用された屯のと考えられます。

-13-



漆 椀

④ 敷石濤状遺構について (SD-01,02)

的場丘陵東側では濤状遺構が2本検出されました。SD-01は 長さ17.7m,上幅0.72～ 2.2

m,下幅約20cm,深 さ0.6m～1.4m,SD-02は長さ8.8m,上幅 1～1.5m,下幅22～25cm,

深さ11～67cmを 測 り, ともに濤底に3～ 5 cmの小礫を敷 くものです。排水用の濤であると

考えられますが,時期は不明です。

SD-01,02

-14-



⑤ 小鍛冶跡について

的場 丘陵の東側では,東西4m,南 北 3mの範囲で鉄が溶解 した塊 (鍛冶i年 )と 炭を多

孟に含んだ焼上が検出され,更 に焼十を取 り除 くと下か
')長

径75cm,たこ径60cmの 炉跡が見

つかり,鍛冶屋 (農具類を鍛造する小鍛冶)跡であることがわかりました。更に付近のビッ

トからはフイゴの羽口が4個検出され,いずれも先端が熱で溶けているため,使 用済みの

羽口を投棄 したことがわかりました。調査中に検出された青磁碗片,備前焼す り鉢片など

から,中世の小鍛冶跡であると考えデ)れ ます。

● H■ L予  
‐

    _ 
‐

,   _||■
=‐

■|イl i

藉lil■

工
挑
一

一
輪
一
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⑥ 弥生時代竪穴仁居について (SI-02)

的場丘陵調査区西側では弥生時代後期の竪穴住居跡が1棟検出されました。規模は直径7.5

mの 円形で, この時期の竪穴住居としては大型の部類に属 します。

床面には柱穴と思われるピットが 7穴検出され, 7本の柱で屋根を支えていたものと考

えられます。又床面中央には 2段に堀込まれた特殊 ピットと呼ばれる穴が検出されました

が,用途は不明です。

住居内で検出 した出土遺物には,砥石(1),弥生時代後期の甕片(2～5)が あります。

0                   10cm

第10図 SI-02出土遺物
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∩ヽ
―

Э ―

⑬∂

0        2m

第11図 SI-02遺構図

⑦ 的場 1,2号墳について

的場丘陵調査区北側では,古墳が2基検出されました。いずれも墳丘が削平されており,

周濤だけが残っているものです。的場 1号墳は一辺 7mを測る方墳で,周濤内から低脚不

(第12図)が 8個体検出されました。的場 2号墳は一辺 8mを測る方墳で,周濤内から山

本編年I期 に属する須恵器の磁 (第 13図)が検出されました。

日

８

，
』
出
＝

ロ

ー

∩

Ｂ

1 暗禍色上 (炭混入)  5 暗茶灰色

2 禍色上        6  〃 (地山ブロックを合む)

3 暗茶褐色±      7 禍色土 (炭混入)

4  ″ (3よ り粘性強い)

― L=17.00m
A
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的場 1号墳周溝内土器出土状況 的場 2号墳周滞内土器出土状況

第12図 的場 1号墳出土遺物 第13図  的場 2号墳出土遺物
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③ T-23濤状遺構について

的場丘陵北部に設定 した10本の トレンチのうち,T-23か らは濤状遺構が検出され,薦

底部からは山本編年I期 に属する古墳時代中期末の須恵器の蓋芥 4個 (第 14図 )と 土師器

芥 1個 が検出されました。濤の形状から古墳の周濤と推定 されます。

第14図  T-23出土遺物

3工区の調査

3工区では条里制遺構を確認するため,条里制が現在 も畦畔として残っていると推定さ

れる箇所に 3本の トレンチを設定 し,水 田面には他の遺跡の有無を確認するために27本 の

トレンチを設定 して調査 しました。その結果,畦を切った トレンチでは条里制と思われる

ような確たる遺構は検出されず,水田面に設定 した トレンチの内,T-16で は旧河川状遺

構,T-18では木製品が検出されました。

① T-18に ついて

3工区部分に設定 したT-18か らは,建物に使用 されたと考えられるほぞ穴を持つ板材

に混 じって,水 田の耕作に使われる田下駄が検出されました。下駄の先端が焦げており,

焼けた廃材を再利用 したものと思われます。同時に出上 した土器には弥生時代後期の甕片

が 1片 ありますが, この田下駄の時期を確定する資料となり得るものではありません。

T-18
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② 旧河川状遺構について (T-16)

3工区部分に設定 した トレンチT-16で検出された遺構で,川幅最大17mを 測る旧河川

跡と考えられます。川岸付近では 2層に分かれる古墳時代前期の古式上師器の遺物包含層

が認められ (第15図 ),下層では小谷式,上層では大東式を中心とする高芥(2,6),甕 (3～ 5,

7～ 9),壷 (10)な どが多量に検出され,又,上層では須恵器の重が 1個体(1)検 出されまし

た。同時期の上器が多量に出上 したことと,土器がほとんど摩滅 していないことから短期

間に一括 して投棄されたことが考えられます。又,付近に住居跡等の存在 も考えられます。

T-16出土遺物
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上層出土遺物

下層出土遺物

第15図 旧河川状遺構出土遺物
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10正区の調査

10工区では水田面に4本の トレンチを設定 して試掘調査を行いました。そのうち3本の

トレンチから濤状の落込みが確認 され,他の 1本から古墳時代前期の上師器が数片検出さ

れました。付近には遺跡の存在が推定され,来年度 も引続 き試掘調査を行 うことになって

います。

に

昭和61年度からの発掘調査によって,的場遺跡からは弥生時代から古墳時代の竪穴住居

跡,古墳,中～近世にかけての堀立柱建物群,土壊墓,井戸,小鍛冶跡が検出されたこと

から, この丘陵では弥生時代～近世にかけて墓域を含む生活空間であった事が考えられま

す。今年度丘陵北部の試掘で古墳の周濤らしい濤状遺構が検出されているため,的場遺跡

の範囲は更に北部へ広がるものと思われ,来年度の丘陵北部の調査に期待されます。

本庄川流域条里制遺跡については,確たる遺構がこれまでに発見されていないために不

明な点が多いのですが,来年度からの調査の中で明らかにされていく部分もあると思われ

ます。

わおⅣ .
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